
曲線 C : y =
B

3 e log xについて考える．

(1) 　原点 Oから曲線 Cに引いた接線の方程式を求めよ．

(2) 　 (1)における接線の接点をAとする．曲線 Cの下側にあって，x軸と点 Bで接し，

かつ Aで曲線 Cと共通の接線をもつ円の中心を Pとする．曲線 Cと x軸および円

の劣弧 ABで囲まれた図形の面積を求めよ．
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C : y =
B

3 e log x

(1) 　 C上の点 (t;
B

3 e log t) (t > 0) における接線の方程式は y0 =

B

3 e
x より

y =

B

3 e
t (x¡ t) +

B

3 e log t

これが原点 Oを通るので 0 = ¡
B

3 e+
B

3 e log t

つまり log t= 1 であるから t= e

よって，求める接線の方程式は y =
B

3 x

(2) 　接点 A(e，
B

3 e)

接線の傾きが
B

3 より ÎAOB =
¼
3

OA = OB = 2e より B(2e; 0)

直線 OPはÎOABの二等分線より ÎPOB =
¼
6

これより PB =
2e
B

3
であるから P$2e，2eB

3
<

曲線 Cと x軸，直線 x= eで囲まれた図形の面積を S1

H(e; 0) として台形 AHBPの面積を S2

半径 2e
B

3
，中心角 2¼

3
の面積を S3

とすると

S1 =
Z e

1

B

3 e log xdx = �B3 e(x log x¡ x)„e
1
=
B

3 eQ0¡ (¡1)i = B3 e
S2 =

1
2
"PB+AH: ¢ BH = 1
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# 2B3
3
e+
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3 e; ¢ e = 5
6
e2

S3 =
1
2
$ 2eB
3
<2 ¢ 2

3
¼= 4

9
¼e2

よって，求める面積は

S1 + S2 ¡ S3 =
B

3 e+
5
B

3
6
e2 ¡

4
9
¼e2




















































































